
第VI章考 察

② 第7次発掘調査において、 SK60土墳から出土した共伴資料である。本調査は外郭

南門の北北西約iOmのところにある約 2x 2 xO.15m程の不整方形の土績である。覆土中

木簡共伴土器から嘉祥 2年 (849)の年紀をもっ木簡と木器、植物種子および土師器 e須恵器が出土し

た。 9世紀中葉の資料である。

SK60の土器

SX671の土器

( 2 ) S K 60出土土器 (第60図)

土師器 杯 (405)はロクロ成形で、底面の切り離しは回転糸切りである。回転糸切り

後、体部外面から下端にかけて回転ヘラケズリの調整を施している。高径指数41.3、口径

9.3cm、外傾度28
0

0 翠 (409G 410) はロクロ成形である。

須恵器 杯 (406)はロクロ成形で、底面の切り離しは回転ヘラ切りと忠われ、無調整で

ある。高径指数22.8、口径12.7cm、外傾度35
0

0 杯 (408)はロクロ成形で、底面の切り離し

は回転糸切り、無調整である。高径指数36.7"口径12.8cm、外傾度32
0

0

③ 第54次発掘調査において、 SX671基礎地業中から出土した共伴資料である。 SX671 

はSF650とSX670間の埋め立て事業で、 SX671地業と SF650地業間に時間差は認めら

れず、創建時の連続作業である。したがって、 SX671の年代は払田楠跡創建期にあたる。

この短頚賓の製作年代は 8世紀中葉と思われ、遺構年代とは異なるかもしれない。

( 3 ) S X 671出土土器 (第60図)

須恵器 短頚蓋 (411)はロクロ成形で体部下半に回転ヘラケズリ調整がある。底部には

砂が付着し、砂底である。

4 横手盆地における須意器 e 土師器の編年

横手盆地における須恵器窯と集落出土の土師器一括土器を取りよげ、該期の特徴と年代

についてふれてきた。また、払回相i跡の政庁域外から出土した遺構と共伴した土器につい

相対編年ても紹介した。これらの資料から、相対編年を作成し、年代を与えると第19表のとおりと

なる。

須恵器窯操業段階は第I期『末館窯土器段階』、第II期『郷土館窯土器段階j、第III期『物

見窯土器段階jの3段階に大別され、将来細分化が可能で、ある。また、操業の開始は 8世

紀中葉であり、 10世紀中葉にはなくなってしまうようである。

土師器は遺構出土の共伴を精選して、おおよその年代をあてはめてみた。土師器として

いる土器群については、出現時期・組成・焼成施設・終末年代など未解決な課題が多く、
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型式学的な細別も今後の課題であるが、

近い将来解決されるであろう。

横手盆地においては、 9世紀後葉か

ら、土師器が急激に増加する傾向があ

る。払田村Ilt跡第四次発掘調査において、

土師器@内黒土師器@須恵器杯底部の

出現率の統計をとったものがある。第

20表では、土師器と須恵器の出現率の

反比例の関係が明瞭である。この傾向

は秋田城跡第17次発掘調査においても

確認されていることである。土師器と須恵器のこの逆転現象は 9世紀後葉から顕著にみら

れるようであり、須恵器窯の衰退と連動した現象とみることができょう。

5 各遺構期の年代

さきに政庁各遺構期の建物配置について検討した。次に横手盆地における須恵器・土師

器の編年について素案をつくってみた。ここでは各遺構期に属する遺構から出土した主要

な土器の編年位置について検討し、各遺構期の存続年代について把握することにする。
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